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容器破裂試験との照合

分割製造TYPE4高圧水素容器の最適設計のための
メゾ・マクロツースケール解析に基づくボス・ドーム部強度
高精度予測軸対称有限要素モデルの開発と実証 ⓵

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型
産学官連携研究開発事業/水素利用等高度化先端技術開発

軸対称連続体モデルの精度向上

本研究は国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より委託を受けて実施しました

試験体容器

破裂試験

最適設計の設定
◆ TYPE４高圧水素容器はフィラメントワィンディング製法で作製されるため構造の基本単位は炭素繊維を束ねた繊維束
◆繊維束単位でモデル化するメゾスケールモデルは計算負荷が高く機械学習を用いた設計探索には適用できない
◆繊維束の交差や回転などのメゾスケール効果を軸対称マクロモデルに構成則として取り入れて解析精度を保証し計算負荷が低いモデル
を構築する
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